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ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
銅
像
建
立
奉
賛 

佐
々
井
秀
嶺
高
野
山
講
演 

日
時
：
６
月
１
４
日
（
日
） 

場
所
：
高
野
山
大
学
黎
明
館
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
３
８
５
） 

９
：
３
０ 

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
像
へ
献
花 

五
戒
文
読
経 

１
０
：
０
０ 

第
１
部
「
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
と
現
代
イ
ン
ド
の
仏
教
徒
」 

 
 
 
 

佐
々
井
秀
嶺 

Ｂ
・
Ｒ
・
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
及
び
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
研
究
会 

関
根
康
正
（
関
西
学
院
大
学
教
授
） 

志
賀
浄
邦
（
京
都
産
業
大
学
准
教
授
） 

鈴
木
晋
介
（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
助
教
） 

根
本
達
（
筑
波
大
学
助
教
） 

１
２
：
０
０ 

休
憩 

昼
食 

１
３
：
０
０ 

第
２
部
「
私
観
南
天
鉄
塔
」 

 
 
 
 

佐
々
井
秀
嶺 

 
 
 
 

近
藤
堯
寛
（
高
野
山
櫻
池
院
住
職
） 

 
 
 
 

宮
本
光
研
（
岡
山
長
泉
寺
前
住
職 

南
天
会
賛
同
人
） 

 
 
 
 

中
村
晃
朗
（
イ
ン
ド
国
立
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
学
大
学
院
研
究
生
） 

１
５
：
０
０ 
検
討
会 

交
流
会 

 

１
６
：
３
０ 

終
了 

主
催
：
高
野
山
大
学 

南
天
会 

後
援
：
高
野
山
金
剛
峰
寺
国
際
局
（
依
頼
中
） 

東
方
出
版 

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
国
際
教
育
協
会
日
本
支
部
（B

.A
.I.A

.E
.J

a
p

a
n

） 

  

    

佐
々
井
上
人
高
野
山
講
演 

 

こ
の
度
佐
々
井
上
人
は
、
６
月
に
日

本
に
一
時
帰
国
さ
れ
高
野
山
大
学
に

て
講
演
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

和
歌
山
県
と
イ
ン
ド
・
マ
ハ
ー
ラ
シ

ュ
ト
ラ
州
は
一
昨
年
１
０
月
、
観
光
交

流
や
企
業
間
協
力
の
た
め
の
覚
書
を

交
わ
し
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
、
エ
ロ
ー
ラ
、

そ
し
て
高
野
山
と
い
う
仏
教
に
関
係

す
る
世
界
遺
産
を
持
つ
両
自
治
体
の

友
好
の
証
し
と
し
て
、
イ
ン
ド
側
か
ら
、

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
銅
像
を
高

野
山
に
贈
り
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。
高
野
山
で
は
こ
れ
に
応
え
、

山
内
の
高
野
山
大
学
構
内
に
銅
像
を

設
置
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
本
年
の
開

創
１
２
０
０
年
に
合
わ
せ
て
除
幕
式

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
７
月
、
こ
の
こ
と
を
イ
ン
ド
の

新
聞
で
知
っ
た
佐
々
井
上
人
は
、
南
天

会
事
務
局
に
事
実
関
係
を
問
合
せ
、
来

年
可
能
で
あ
れ
ば
日
本
に
帰
国
し
て

そ
の
除
幕
式
に
参
加
し
た
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
佐
々

井
上
人
の
体
調
が
悪
化
し
、
既
知
の
ご 

     

と
く
大
変
な
状
況
に
な
り
、
一
旦
こ
の

こ
と
は
先
行
き
が
見
通
せ
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
奇
跡
の
復
活
を
遂
げ
ら
れ

体
調
も
徐
々
に
戻
り
、
日
本
帰
国
が
適

う
状
況
ま
で
回
復
さ
れ
ま
し
た
。 

 

南
天
会
事
務
局
と
し
て
、
こ
の
ア
ン

ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
銅
像
建
立
を
、
佐
々

井
上
人
と
イ
ン
ド
仏
教
、
日
本
仏
教
、

さ
ら
に
は
世
界
の
仏
教
徒
に
と
っ
て

も
重
要
な
機
会
と
捉
え
、
ア
ン
ベ
ー
ド

カ
ル
博
士
の
後
継
者
と
目
さ
れ
る

佐
々
井
上
人
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

こ
う
と
準
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
幸

い
高
野
山
大
学
も
共
催
に
応
じ
て
い

た
だ
き
、
８
０
０
人
収
容
の
大
講
堂
黎

明
館
を
そ
の
会
場
と
し
て
、
本
年
６
月

１
４
日
（
日
）
、
午
前
午
後
と
二
部
に

分
け
て
「
佐
々
井
秀
嶺
高
野
山
講
演
」

を
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で

す
。 

 

第
一
部
の
「
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士

と
現
代
イ
ン
ド
の
仏
教
徒
」
で
は
、
本

年
一
月
に
関
西
学
院
大
学
の
関
根
康

正
教
授
の
発
案
に
よ
り
発
足
し
た

「
Ｂ
・
Ｒ
・
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
及
び
エ

ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
研
究
会
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
佐
々
井
上
人
の

講
演
に
合
わ
せ
て
現
代
イ
ン
ド
仏
教

徒
研
究
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

さ
ら
に
第
二
部
「
私
観
南
天
鉄
塔
」

で
は
、
佐
々
井
上
人
の
大
テ
ー
マ
南
天

鉄
塔
及
び
龍
樹
菩
薩
に
つ
い
て
、
在
イ

ン
ド
五
〇
年
に
渡
る
ご
自
身
の
研
究

調
査
の
一
端
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
の
講
演
に
関
し
て
、
現
在
佐
々

井
上
人
説
の
口
述
筆
記
本
を
発
行
す

べ
く
準
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
南
天

会
の
皆
様
に
は
、
あ
ら
た
め
て
各
詳
細

を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

３ 

南天会 

平成 27年 

3 月 30日 

नागा लोक 
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佐
々
井
上
人
を
訪
ね
て 

ド
ン
ガ
ル
カ
ル
仏
教
徒
大
会
参
列 

イ
ン
ド
・
ナ
グ
プ
ー
ル
と
大
菩
薩
峠 

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
菩
薩
の
故
地
を
巡

る
旅 

 

南
天
会
主
催
で
イ
ン
ド
旅
行
に
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
南
天
会
事
務
局

佐
伯
を
含
め
９
名
の
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
以
下
、
旅
行
記
で
す
。 

※ 

 

２
月
４
日
デ
リ
ー
に
到
着
し
た
南

天
龍
宮
城
参
拝
団
一
行
は
、
翌
朝
飛
行

機
で
チ
ャ
テ
ィ
ス
ガ
ル
州
の
州
都
ラ

イ
プ
ー
ル
へ
向
か
っ
た
。
空
港
で
は

佐
々
井
上
人
が
に
こ
や
か
に
我
々
を

迎
え
て
下
さ
り
、
昨
夏
の
危
機
の
片
鱗

も
見
せ
な
い
お
元
気
な
姿
そ
し
て
声

に
、
歓
喜
を
越
え
て
涙
ぐ
む
人
も
ひ
と

り
ふ
た
り
。
各
人
を
紹
介
す
る
と
一
人

ず
つ
に
「
よ
く
来
ま
し
た
ね
。」
と
声

を
か
け
ら
れ
、
温
か
い
時
間
が
流
れ
た
。 

 

早
速
今
日
は
、
佐
々
井
上
人
発
見
の

大
遺
跡
シ
ル
プ
ー
ル
を
見
学
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
車
に
分
乗
し
た
。

見
る
と
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
（
佐
々
井
上
人
）

の
車
が
最
新
の
ト
ヨ
タ
車
に
な
っ
て

い
る
。
昨
年
の
病
気
回
復
後
、
篤
志
家

の
人
が
寄
贈
し
た
の
だ
そ
う
だ
。
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
に
は
「
Ａ
Ｒ
Ｙ
Ａ 

Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｊ
Ｕ
Ｎ
」
の
文
字
、
バ
ン
パ
ー

に
は
た
め
く
仏
旗
は
同
じ
く
、
我
々
旅

行
団
の
先
頭
を
疾
駆
す
る
。
（
佛
国
土

を
つ
く
ろ
う
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ジ

ー
プ
も
も
ち
ろ
ん
健
在
で
あ
る
） 

 

 
シ
ル
プ
ー
ル
は
、
ラ
イ
プ
ー
ル
か
ら

東
に
５
０
ｋ
ｍ
、
マ
ハ
ー
ナ
デ
ィ
河
南

岸
に
あ
る
古
代
都
市
遺
跡
。
紀
元
４
世

紀
ご
ろ
か
ら
１
０
世
紀
に
か
け
て
、
仏

教
寺
院
や
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
な
ど
が
混

在
す
る
宗
教
都
市
と
し
て
栄
え
た
。
紀

元
６
世
紀
に
玄
奘
三
蔵
が
訪
れ
た
南

憍
薩
羅
国
（
ダ
ク
シ
ナ
ー
コ
ー
サ
ラ
国
）

の
都
城
と
は
こ
こ
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
１
９
世
紀
後
半
よ
り
様
々
な

遺
物
、
仏
像
等
が
出
土
し
て
遺
跡
が
認

め
ら
れ
お
り
、
１
９
５
４
～
５
６
年
に

本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、

や
が
て
資
金
難
で
放
置
さ
れ
る
状
態

が
長
く
続
い
て
い
た
。
１
９
９
０
年
代
、

シ
ル
プ
ー
ル
を
訪
れ
た
佐
々
井
上
人

は
、
こ
の
遺
跡
の
仏
教
的
な
重
要
性
を

認
識
し
、
仏
教
徒
か
ら
資
金
を
集
め
主

要
な
土
地
を
購
入
し
て
、
イ
ン
ド
考
古

学
局
の
Ａ
・
Ｋ
・
シ
ャ
ル
マ
氏
に
依
頼

し
て
発
掘
を
行
っ
た
。
２
０
０
３
年
に

は
、
２
メ
ー
ト
ル
の
仏
陀
坐
像
を
安
置

す
る
寺
院
跡
を
発
見
。
発
見
者
の
佐
々

井
上
人
の
名
を
冠
し
て
「
サ
サ
イ
・
ブ

ッ
ダ
・
ビ
ハ
ー
ラ
」
と
名
付
け
ら
れ
た

（
現
在
は
南
コ
ー
サ
ラ
国
の
王
の
名

を
と
っ
て
テ
ィ
ー
ヴ
ァ
ラ
デ
ー
ヴ

ァ
・
ブ
ッ
ダ
・
ビ
ハ
ー
ラ
と
改
称
さ
れ

て
い
る
）
。
一
帯
か
ら
僧
坊
跡
、
巨
大

な
市
場
の
跡
、
複
数
の
寺
院
な
ど
次
々

と
遺
跡
が
見
つ
か
り
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
仏

教
大
学
の
規
模
を
し
の
ぐ
一
大
仏
教

都
市
が
確
認
さ
れ
た
。 

Ｍ
・
Ｐ
州
か
ら
分
離
独
立
し
た
ば
か
り

の
チ
ャ
テ
ィ
ス
ガ
ル
州
に
と
っ
て
は
、

州
都
ラ
イ
プ
ー
ル
近
郊
に
出
現
し
た

こ
の
大
遺
跡
を
ま
た
と
な
い
観
光
資

源
と
と
ら
え
、
大
き
な
道
路
を
通
し
周

辺
が
整
備
さ
れ
た
。
し
か
し
、
州
政
府

第
一
党
の
イ
ン
ド
人
民
党
（
Ｂ
Ｊ
Ｐ
）

は
ヒ
ン
ズ
ー
至
上
主
義
の
立
場
か
ら
、

シ
ル
プ
ー
ル
遺
跡
を
ヒ
ン
ズ
ー
遺
跡

と
位
置
付
け
仏
教
徒
の
意
向
を
無
視

し
た
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
発
掘
主
任

の
シ
ャ
ル
マ
氏
も
そ
れ
に
追
従
し
、

佐
々
井
上
人
と
意
見
の
相
違
を
見
て

い
る
。 

現
地
の
仏
教
徒
協
会
は
、
仏
教
遺
跡
と

し
て
の
正
当
な
調
査
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
所
有
す
る
土
地
に
お
寺
（
ア
ー
リ

ヤ
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
・
シ
ュ
ー
レ

イ
・
サ
サ
イ
・
ブ
ッ
ダ
・
ビ
ハ
ー
ラ
）

を
建
立
し
、
様
々
な
働
き
か
け
を
し
て

い
る
。
現
在
こ
の
お
寺
に
、
日
本
か
ら

曹
洞
宗
の
平
野
文
興
師
が
止
住
さ
れ

て
い
る
。
我
々
は
平
野
さ
ん
手
製
の
昼

食
を
い
た
だ
き
、
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
の
案

内
で
、
広
大
な
遺
跡
各
所
を
回
っ
た
。 

  

翌
朝
早
く
ラ
イ
プ
ー
ル
か
ら
西
へ
、

世
界
仏
教
徒
大
会
が
開
催
さ
れ
る
ド

ン
ガ
ル
カ
ル
市
を
目
指
す
。 

 

ド
ン
ガ
ル
カ
ル
は
鉄
道
の
石
炭
中

継
基
地
と
し
て
ナ
グ
プ
ー
ル
の
仏
教

徒
が
大
勢
移
住
し
た
町
で
、
駅
の
南
側
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に
仏
教
徒
街
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た

周
辺
に
い
く
つ
か
の
丘
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
聖

地
と
し
て
有
名
な
場
所
で
も
あ
る
。
仏

教
徒
も
南
郊
外
の
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
・
ギ

リ
（
般
若
山
）
に
黄
金
の
大
仏
を
建
立

し
て
、
毎
年
２
月
６
日
に
仏
教
徒
大
会

を
開
催
す
る
。
佐
々
井
上
人
は
、
毎
年

主
賓
と
し
て
参
加
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や

タ
イ
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
か
ら
も
僧
侶
方

が
出
席
す
る
。
日
本
人
は
バ
ン
テ
ー
ジ

ー
の
お
か
げ
で
賓
客
扱
い
で
あ
る
。
仏

教
徒
の
家
で
昼
食
の
接
待
を
い
た
だ

き
、
中
心
地
の
ナ
ー
グ
セ
ー
ナ
・
ブ
ッ

ダ
・
ビ
ハ
ー
ラ
（
龍
軍
寺
）
か
ら
般
若

山
ま
で
お
よ
そ
３
キ
ロ
を
行
進
し
た
。

出
会
う
人
々
み
な
「
ジ
ャ
イ
ビ
ー

ム
！
」
。
に
ぎ
や
か
な
鼓
笛
隊
の
音
楽

に
、
爆
竹
の
轟
音
が
鳴
り
響
き
、
青
と

白
を
基
調
と
し
た
ダ
ン
マ
・
セ
ー
ナ

（
法
軍
）
の
制
服
を
着
た
人
々
が
、
心

も
顔
も
晴
れ
や
か
に
僧
侶
の
後
に
続

い
て
い
く
。
そ
の
ま
わ
り
を
笑
顔
の

人
々
が
取
り
巻
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が

は
し
ゃ
い
で
い
る
。
般
若
山
に
近
づ
く

に
つ
れ
人
の
数
は
増
え
３
万
人
（
主
催

者
発
表
）
。
私
た
ち
一
行
も
と
も
に
歩

い
た
。
私
（
佐
伯
）
と
、
も
う
一
人
の

僧
侶
の
登
嶋
さ
ん
は
、
ほ
ら
貝
を
吹
い

て
先
導
し
、
山
上
の
大
仏
に
お
参
り
し

た
後
、
麓
に
設
け
ら
れ
た
大
天
幕
で
式

典
が
催
さ
れ
た
。 

 

２
月
と
は
い
え
３
０
度
を
超
え
る

炎
天
下
、
意
味
の
解
ら
な
い
ヒ
ン
デ
ィ

ー
語
を
延
々
と
聴
く
。
い
つ
も
こ
の
日

は
体
力
的
に
ハ
ー
ド
な
日
と
な
る
が
、

今
年
は
巨
大
な
扇
風
機
が
設
え
ら
れ
、

バ
ン
テ
ー
ジ
ー
へ
の
気
遣
い
も
あ
っ

て
、
楽
に
感
じ
ら
れ
た
（
と
思
っ
た
の

は
私
だ
け
か
？
）。 

途
中
、
州
首
相
が
厳
重
警
備
の
中
会
場

に
現
れ
、
演
説
を
お
こ
な
っ
た
。
佐
々

井
上
人
の
雄
叫
び
の
よ
う
な
五
戒
文

が
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
大
音
声
と
な
っ

て
平
原
に
響
く
。
し
か
し
首
相
以
下
政

府
関
係
者
は
Ｂ
Ｊ
Ｐ
党
員
だ
か
ら
か
、

会
場
全
体
で
唱
え
た
「
ジ
ャ
イ
ビ
ー

ム
！
」
に
も
沈
黙
し
て
い
た
。
ビ
ー
ム

ラ
ー
オ
・
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
は
、

イ
ン
ド
の
宝
な
の
だ
か
ら
仏
教
徒
で

な
く
と
も
呼
応
し
て
も
い
い
の
に
。 

 

み
ん
な
が
み
ん
な
そ
う
で
は
な
い

が
、
概
し
て
仏
教
徒
は
痩
身
で
身
長
も

低
い
よ
う
に
思
っ
た
。
僧
侶
方
も
私
よ

り
み
ん
な
背
が
低
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

式
典
に
参
加
し
た
政
府
関
係
者
、
そ
れ

を
警
備
す
る
警
察
官
と
も
皆
大
柄
で

恰
幅
が
い
い
。
真
っ
白
な
上
着
を
着
て

口
ひ
げ
を
た
く
わ
え
た
州
首
相
を
、
バ

ン
テ
ー
ジ
ー
は
見
上
げ
る
よ
う
に
し

て
い
た
。
ド
ン
ガ
ル
カ
ル
の
仏
教
徒
街

は
、
地
図
で
見
る
と
駅
の
裏
側
に
当
た

る
。
北
側
の
町
よ
り
も
住
宅
が
密
集
し
、

経
済
状
態
も
良
く
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
演
説
の
合
間
に
披
露
さ
れ
た
歌

や
踊
り
の
中
で
、
何
か
地
元
の
羊
飼
い

の
悲
し
み
を
演
じ
る
不
思
議
な
演
目

が
あ
っ
た
。
私
の
勝
手
な
解
釈
だ
が
、

そ
れ
は
地
主
に
む
り
や
り
羊
を
奪
わ

れ
る
シ
ー
ン
を
再
現
し
た
悲
話
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
に

聞
い
て
も
「
私
も
よ
く
わ
か
ら
ん
」
と

言
わ
れ
た
が
、
歌
手
の
男
性
の
頬
に
は

涙
が
流
れ
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た

人
々
も
泣
い
て
い
た
。
１
９
５
６
年
に

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
と
共
に
改
宗

し
た
人
々
の
５
０
年
、
そ
し
て
抑
圧
さ

れ
続
け
た
４
０
０
０
年
。
そ
の
重
み
を

努
力
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
さ
に
今
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る

イ
ン
ド
の
仏
教
徒
。
笑
顔
の
奥
に
あ
る

真
剣
さ
を
感
じ
た
気
が
し
た
。 

 

結
局
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
は
、
最
初
か
ら

最
後
ま
で
大
会
の
主
役
と
し
て
常
に

人
々
の
中
心
に
い
た
。
銃
口
に
守
ら
れ

な
が
ら
早
々
と
会
場
を
立
ち
去
っ
た

州
首
相
と
は
対
照
的
に
、
た
く
さ
ん
の

人
々
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
祝
福
を
求

め
る
人
々
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
社
の
取
材
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に
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
な
が
ら
、
何
と

か
会
場
を
脱
出
し
、
我
々
が
夕
食
を
済

ま
せ
る
と
同
時
に
（
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
は

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
）
、
ナ
グ
プ
ー
ル

へ
出
発
し
た
。
今
朝
か
ら
の
移
動
距
離

は
５
０
０
キ
ロ
。
８
０
歳
、
常
人
の
な

せ
る
業
で
は
な
い
。
暗
闇
の
中
、
我
々

を
乗
せ
た
車
は
国
道
６
号
線
を
西
行

し
、
夜
遅
く
仏
都
ナ
グ
プ
ー
ル
へ
入
っ

た
。 

  

お
そ
ら
く
旅
行
社
の
策
略
か
、
ナ
グ

プ
ー
ル
で
我
々
が
泊
っ
た
ホ
テ
ル
は

五
つ
星
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
で
、
昨
日
の
ド

ン
ガ
ル
カ
ル
の
喧
騒
と
は
別
世
界
、
バ

ン
テ
ー
ジ
ー
も
立
ち
入
ろ
う
と
し
な

い
天
人
境
で
あ
っ
た
。
時
差
と
移
動
疲

れ
を
回
復
す
る
た
め
今
日
は
遅
め
の

出
発
と
い
う
こ
と
で
優
雅
な
る
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
る
と
、
約
束
の
時
間

通
り
に
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
号
の
仏
旗
が

見
え
た
。
今
日
は
マ
ン
セ
ル
へ
、
南
天

鉄
塔
に
参
拝
す
る
。 

 

シ
ル
プ
ー
ル
か
ら
、
中
村
龍
海
さ
ん

と
い
う
研
究
者
が
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
に

同
行
し
て
い
た
。
彼
は
８
０
０
年
ぶ
り

に
再
興
さ
れ
た
イ
ン
ド
国
立
ナ
ー
ラ

ン
ダ
大
学
の
第
１
期
留
学
生
で
、
昨
年

末
に
ナ
グ
プ
ー
ル
に
来
て
、
佐
々
井
上

人
の
南
天
鉄
塔
説
を
口
述
筆
記
し
た

と
い
う
。
同
じ
車
に
同
乗
し
て
親
し
く

話
を
し
て
み
る
と
、
驚
く
ほ
ど
博
学
で

あ
っ
た
。
南
天
鉄
塔
に
関
す
る
基
本
資

料
を
踏
ま
え
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
、

英
語
資
料
に
も
通
じ
、
そ
し
て
何
よ
り

も
佐
々
井
上
人
の
思
想
に
密
着
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
取
ら
れ
た
。
本

来
な
ら
ば
、
我
々
仏
教
者
が
や
る
べ
き

作
業
を
突
如
現
れ
た
若
い
研
究
者
が
、

意
志
を
も
っ
て
遂
行
し
て
い
る
。
あ
り

が
た
い
思
い
と
、
う
ら
や
ま
し
い
思
い

半
々
。
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
も
中
村
さ
ん
の

文
章
を
確
認
し
、
「
こ
れ
を
読
ん
だ
ら

お
宅
も
驚
く
ぞ
！
」
「
真
言
宗
な
ら
ば

高
野
山
で
あ
ろ
う
と
、
何
派
で
あ
ろ
う

と
、
ま
た
曹
洞
宗
で
あ
ろ
う
と
何
宗
で

あ
ろ
う
と
、
先
ず
は
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
反
論
は
そ
の
後
で
受
け
付
け
ま

す
。」
と
い
う
絶
大
な
評
価
で
あ
っ
た
。

（
本
年
６
月
１
４
日
、
高
野
山
大
学
に

て
佐
々
井
上
人
の
講
演
会
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
そ
の
時
ま
で
に
こ
の
本
を

発
行
す
べ
く
準
備
中
で
す
。） 

 

マ
ン
セ
ル
と
は
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ

ー
即
ち
文
殊
菩
薩
の
事
で
あ
る
。
龍
猛

（
龍
樹
）
菩
薩
が
た
ど
り
着
い
た
南
天

鉄
塔
の
中
で
は
、
文
殊
、
普
賢
を
上
首

と
し
た
諸
々
の
大
菩
薩
が
大
日
如
来

の
自
受
の
説
法
に
浴
し
て
い
た
と
い

う
。
本
地
の
仏
名
を
「
龍
種
上
尊
王
仏
」

と
い
う
文
殊
菩
薩
は
、
龍
種
族
の
尊
者

で
あ
っ
た
。
文
殊
菩
薩
と
は
誰
か
？
竜

樹
菩
薩
と
は
誰
か
？
南
天
鉄
塔
と
は

如
何
な
る
こ
と
な
の
か
？ 

南
天
龍
宮
城
に
住
す
る
こ
と
５
０
年
、

ア
ー
リ
ヤ
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
佐
々

井
秀
嶺
尊
者
は
昨
夏
、
命
の
瀬
戸
際
か

ら
復
活
し
、
い
よ
い
よ
自
身
中
の
鉄
塔

を
開
展
し
て
、
混
迷
の
世
に
生
き
る

人
々
に
未
来
の
道
を
指
し
示
す
一
切

の
法
蔵
を
誦
出
す
る
。
そ
の
日
は
近
い
。

南
天
会
諸
氏
、
心
し
て
そ
の
受
明
者
と

な
ら
ん
！ 

・
・
・
、
つ
い
大
仰
な
文
章
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

マ
ン
セ
ル
に
は
、
古
い
湖
の
周
辺
に

古
代
の
遺
跡
が
点
在
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
、
南
岸
の
巨
大
な
ビ
ハ
ー
ラ
跡

と
南
天
鉄
塔
遺
跡
と
目
さ
れ
る
伏
鉢

状
の
丘
が
代
表
的
な
遺
跡
で
、
佐
々
井

上
人
が
発
見
し
、
土
地
を
取
得
し
て
龍

樹
菩
薩
記
念
研
究
協
会
を
設
立
し
発

掘
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
と
く
に
南
天

鉄
塔
遺
跡
は
、
岩
山
の
頂
上
部
を
複
雑

な
レ
ン
ガ
構
造
で
覆
い
、
そ
の
内
部
に

降
り
て
ゆ
く
洞
窟
も
あ
る
。
佐
々
井
上

ビハーラ・サイト 

文殊師利菩薩大寺 

マンセル湖 

南天鉄塔 
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人
が
最
も
重
要
視
す
る
遺
跡
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
も
シ
ル
プ
ー
ル
同
様
政

治
的
宗
教
的
な
事
情
に
振
り
回
さ
れ
、

い
ま
だ
総
合
的
な
発
掘
研
究
に
至
っ

て
い
な
い
。 

マ
ン
セ
ル
か
ら
東
へ
７
キ
ロ
の
ラ
ム

テ
ク
地
区
に
龍
樹
連
峰
と
呼
ば
れ
る

丘
陵
が
連
な
っ
て
い
る
。
西
端
の
最
も

高
い
岩
山
に
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
ラ
ー

マ
寺
院
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
を
龍
の

頭
頂
部
と
し
て
腹
部
に
あ
た
る
山
脈

の
中
央
に
洞
窟
が
あ
り
、
そ
の
上
に
龍

樹
寺
と
い
う
小
さ
な
お
寺
が
あ
る
が
、

現
在
は
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
と
な
っ
て
い

る
。
佐
々
井
上
人
は
２
０
１
０
年
、
こ

の
麓
に
龍
樹
菩
薩
大
寺
と
い
う
大
き

な
お
寺
を
建
立
し
た
。
境
内
に
は
ラ
ー

ジ
ギ
ル
の
多
宝
山
上
で
バ
ン
テ
ー
ジ

ー
の
枕
元
に
現
れ
た
龍
樹
大
菩
薩
の

巨
大
な
石
像
が
立
つ
。
台
座
に
は
そ
の

時
の
霊
告
が
記
さ
れ
、
石
像
上
部
に
は

南
天
龍
宮
城
を
め
ざ
し
た
平
家
の
象

徴
で
あ
る
平
家
納
経
箱
蓋
の
文
様
が

並
ん
で
い
る
。
マ
ン
セ
ル
や
龍
樹
菩
薩

大
寺
の
様
々
な
構
築
物
は
、
佐
々
井
上

人
の
思
想
を
反
映
し
た
立
体
曼
荼
羅

と
言
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
持
ち
、
今
後
そ
の
実
証
を
す
る

べ
き
者
へ
向
け
た
遺
戒
で
も
あ
る
。 

「
さ
あ
私
は
こ
こ
で
休
ん
で
い
る
か

ら
お
宅
ら
あ
の
山
へ
登
っ
て
き
な
さ

い
。
」
と
促
さ
れ
、
龍
樹
菩
薩
大
寺
の

正
面
の
龍
樹
山
へ
登
っ
て
み
る
こ
と

に
な
っ
た
。
お
寺
の
山
門
（
建
設
中
）

を
出
て
、
道
を
わ
た
り
灌
木
の
中
を
山

裾
ま
で
行
く
と
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
中
の
学

生
た
ち
か
ら
大
歓
声
を
浴
び
、
白
大
理

石
の
階
段
を
上
っ
て
い
く
と
、
中
腹
の

龍
樹
寺
に
到
着
。
中
を
覗
う
と
洞
窟
ら

し
き
穴
は
埋
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
。
番
人
の
よ
う
な
人
が
い
て
中
に

は
入
れ
ず
、
お
寺
を
出
て
さ
ら
に
頂
上

を
目
指
し
た
。
振
り
返
る
と
地
平
の
か

す
む
大
平
原
の
中
に
龍
樹
菩
薩
大
寺

が
小
さ
く
見
え
た
。
そ
し
て
頂
上
を
を

超
え
る
と
そ
の
向
こ
う
に
大
き
な
湖

が
広
が
っ
て
い
た
。
麓
か
ら
は
想
像
も

つ
か
な
い
風

景
で
あ
る
。

ま
る
で
湖
か

ら
現
れ
た
大

龍
の
背
中
に

乗
っ
て
い
る

気
分
で
あ
っ

た
。 

  

翌
８
日
は
佐
々
井
上
人
の
住
坊
イ

ン
ド
ラ
寺
を
訪
問
し
た
。
ナ
グ
プ
ー
ル

北
郊
の
イ
ン
ド
ラ
地
区
は
、
イ
ン
ド
仏

教
の
最
前
線
と
も
い
う
べ
き
地
点
で
、

そ
の
中
心
に
佐
々
井
上
人
の
住
ま
う

イ
ン
ド
ラ
・
ブ
ッ
ダ
・
ビ
ハ
ー
ラ
が
あ

る
。
我
々
は
こ
こ
で
も
歓
待
を
受
け
、

イ
ン
ド
ラ
寺
協
会
長
の
ア
ミ
ッ
ト
氏

の
案
内
で
、
事
務
室
、
図
書
室
（
ア
ン

ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
全
集
が
揃
う
）
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
室
、
建
設
中
の
女
性
専

用
の
宿
泊
所
な
ど
を
見
て
回
り
、
３
階

の
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
の
部
屋
に
お
邪
魔

し
た
。
今
で
も
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
に
会
お

う
と
思
え
ば
、
イ
ン
ド
ラ
寺
を
訪
ね
本

堂
横
の
階
段
を
上
が
っ
て
３
階
廊
下

を
少
し
歩
け
ば
、
そ
こ
に
佐
々
井
上
人

は
お
ら
れ
る
。（
留
守
も
多
い
が
・
・
）

バ
ン
テ
ー
ジ
ー
と
町
の
人
々
の
間
に

壁
は
な
い
。
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
の
姿
を
見

る
と
、
笑
顔
で
近
づ
い
て
き
て
そ
の
足

に
触
れ
、
合
掌
し
て
「
ジ
ャ
イ
ビ
ー
ム
」。

話
途
中
の
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
も
そ
れ
に

応
え
る
。
子
供
が
い
れ
ば
話
し
か
け
て

頭
を
な
で
る
。
こ
の
近
さ
が
佐
々
井
上

人
の
姿
で
あ

る
。 

 

イ
ン
ド
ラ

か
ら
少
し
離

れ
た
別
の
通

り
の
ヤ
シ
ョ

ダ
ラ
・
ブ
ッ

ダ
・
ビ
ハ
ー

ル
と
い
う
小

龍樹菩薩大寺 

マンセル遺跡 
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さ
な
お
寺
で
、
仏
教
婦
人
会
の
お
接
待

を
受
け
た
。
こ
の
お
寺
の
本
尊
仏
は
、

昨
年
の
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
の
危
機
の
後
、

回
復
を
祝
っ
て
タ
イ
の
仏
教
徒
か
ら

贈
ら
れ
た
仏
像
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
本
尊
様
と
外
に
あ
る
ア
ン
ベ
ー
ド

カ
ル
博
士
の
像
に
献
花
し
て
、
バ
ン
テ

ー
ジ
ー
の
「
パ
グ
ワ
ン
・
ブ
ッ
ダ
・
キ

ー
・
ジ
ャ
イ
！
」「
ボ
ー
デ
ィ
サ
ト
バ
・

バ
バ
サ
ー
ヘ
ブ
・
ア
ン
ベ
ー
ー
ー
ド
カ

ル
・
キ
ー
・
ジ
ャ
イ
！
」
の
掛
け
声
に

唱
和
す
る
。
８
畳
間
ほ
ど
の
空
間
に
、

バ
ン
テ
・
サ
サ
イ
・
ジ
ー
と
日
本
の
仏

教
徒
に
お
布
施
を
し
よ
う
と
町
中
の

人
々
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
入

っ
て
く
る
。
花
び
ら
を
手
渡
さ
れ
「
ジ

ャ
イ
ビ
ー
ム
」
オ
レ
ン
ジ
を
手
渡
さ
れ

「
ジ
ャ
イ
ビ
ー
ム
」
さ
ら
に
は
お
金
を

供
養
さ
れ
「
ジ
ャ
イ
ビ
ー
ム
」。
大
勢

の

人

と

一

緒

に

写

真

に
納
ま
り
、

人

々

と

の

交

歓

の

時

間

は

終

わ

ら
な
い
。
供

養

さ

れ

る

方

も

大

変

で
あ
っ
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
現
代
イ
ン
ド
仏
教
徒

の
聖
地
、
デ
ィ
ク
シ
ャ
・
ブ
ー
ミ
（
改

宗
広
場
）
を
参
拝
し
た
。
２
０
０
０
年

に
建
設
さ
れ
た
改
宗
ド
ー
ム
の
中
に

入
り
、
佐
々
井
上
人
が
ム
ン
バ
イ
よ
り

招
来
し
た
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の

真
舎
利
が
納
め
ら
れ
た
ス
ト
ゥ
ー
パ

を
礼
し
た
。
そ
の
あ
と
特
別
に
２
階
の

ド
ー
ム
内
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
ド
ー

ム
の
中
心
に
立
っ
て
声
を
出
す
と
頭

頂
か
ら
反
響
が
下
り
て
く
る
よ
う
に

響
き
、
真
っ
白
な
ド
ー
ム
全
体
に
こ
だ

ま
す
る
不
思
議
な
空
間
で
あ
っ
た
。 

 

や
は
り
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
の
体
調
は

万
全
で
は
な
く
、
午
前
中
の
行
事
や
連

日
の
移
動
で
お
疲
れ
が
出
た
よ
う
で
、

午
後
の
お
話
し
会
は
中
止
と
な
り
、

我
々
は
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
と
お
別
れ
し
、

ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
寝
台
列
車
の
出
発

時
間
ま
で
の
ん
び
り
過
ご
す
こ
と
に

な
っ
た
。 

 

ナ
グ
プ
ー
ル
は
人
口
２
５
０
万
人

を
数
え
る
大
都
市
で
、
イ
ン
ド
の
中
央

に
位
置
し
市
内
に
イ
ン
ド
の
中
心
を

示
す
石
碑
が
あ
る
。
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル

博
士
の
説
に
よ
る
と
、
市
内
西
部
の
ア

ン
バ
ザ
リ
湖
か
ら
流
れ
出
る
ナ
ー
グ

と
い
う
小
川
が
ナ
グ
プ
ー
ル
の
名
の

由
来
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
市
内
の

大
小
の
湖
は
、
周
辺
か
ら
の
流
れ
込
み

で
は
な
く
、
地
下
か
ら
の
湧
水
に
よ
る

も
の
だ
と
い
う
。
マ
ン
セ
ル
の
湖
も
地

下
か
ら
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
水
に

よ
っ
て
何
千
年
も
干
上
が
ら
な
い
の

だ
と
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
の
説
明
に
あ
っ

た
。 

 

巻
頭
言
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

本
年
六
月
に
佐
々
井
上
人
は
一
時
帰

国
し
て
高
野
山
に
於
い
て
講
演
を
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
高
野
山
は
、

今
年
開
創
一
二
〇
〇
年
を
迎
え
４
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
山
内
で
様
々
な

法
要
や
催
し
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
開
創

１
２
０
０
年
と
い
う
年
限
の
基
準
と

な
っ
た
の
が
、
弘
法
大
師
の
上
表
文

「
紀
伊
国
伊
都
郡
高
野
の
峯
に
お
い

て
入
定
の
処
を
請
け
乞
う
の
表
」
（
弘

仁
７
年
８
１
６
年
）
で
あ
る
。
こ
の
上

表
文
に
は
、
真
言
行
人
の
修
禅
の
適
地

と
し
て
大
日
経
具
縁
品
の
記
述
に
従

い
深
山
の
平
地
で
、
泉
湧
き
出
る
高
野

山
を
択
ん
だ
と
あ
る
。
そ
の
大
日
経
の

所
説
に
は
「
行
者
悲
念
の
心
を
し
て
、

当
に
為
に
平
地
を
択
ぶ
べ
し
、
山
林
に

華
果
多
く
、
悦
意
の
諸
の
清
泉
は
諸
仏

の
称
嘆
し
た
も
う
所
な
り
、
応
に
円
壇

の
事
を
作
す
べ
し
」
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ひ
る
が
え
っ
て
ナ
グ
プ
ー
ル
は
、
デ

カ
ン
高
原
中
央
部
標
高
３
０
０
メ
ー

ト
ル
の
台
地
に
広
が
る
大
平
野
で
、
地

下
か
ら
の
湧
水
が
絶
え
ず
、
オ
レ
ン
ジ

シ
テ
ィ
の
異
名
の
ご
と
く
果
樹
が
豊

富
で
、
古
代
に
は
ア
ル
ジ
ュ
ナ
と
い
う

名
の
大
木
が
生
い
茂
っ
て
い
た
と
聞

く
。
つ
ま
り
高
野
山
は
ナ
グ
プ
ー
ル
の

縮
小
日
本
版
だ
と
言
え
な
く
も
な
い
。

そ
し
て
そ
の
中
心
に
は
、
か
の
南
天
鉄

塔
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
根
本
大
塔
が
聳

え
建
つ
。
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
銅

像
が
高
野
山
に
建
立
さ
れ
る
こ
と
は
、

唐
突
な
よ
う
で
実
は
非
常
に
象
徴
的

な
こ
と
な
の
だ
。 

  

時
間
が
あ

る
の
で
、
希

望
者
だ
け
市

内
の
動
物
園

と
フ
タ
ラ
湖

と
い
う
ナ
グ

プ
ー
ル
市
民

の
憩
い
の
湖

を
訪
問
。
夕
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食
後
、
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
肖
像

画
が
正
面
に
掲
げ
ら
れ
た
ナ
グ
プ
ー

ル
駅
に
移
動
。
ナ
ー
シ
ク
行
の
寝
台
特

急
が
停
ま
る
ホ
ー
ム
に
着
く
と
、
バ
ン

テ
ー
ジ
ー
が
わ
ざ
わ
ざ
見
送
り
に
来

ら
れ
て
い
た
。
お
疲
れ
が
出
て
は
と
、

見
送
り
は
お
断
り
し
て
い
た
が
、
少
し

元
気
に
な
ら
れ
た
よ
う
で
、
何
回
も
皆

さ
ん
と
写
真
を
撮
り
握
手
を
し
て
列

車
が
出
発
す
る
ま
で
ず
っ
と
ホ
ー
ム

に
立
っ
て
お
ら
れ
た
。 

 

寝
台
列
車
は
暗
闇
の
デ
カ
ン
平
原

を
疾
走
し
、
翌
朝
古
都
ナ
ー
シ
ク
に
到

着
し
た
。
ナ
ー
シ
ク
は
人
口
１
０
０
万

人
、
イ
ン
ド
２
大
叙
事
詩
「
ラ
ー
マ
ー

ヤ
ナ
」
の
舞
台
と
し
て
有
名
で
、
バ
ラ

ナ
シ
と
並
ぶ
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
２
大
聖

地
で
あ
る
。
紀
元
前
後
の
サ
ー
タ
ヴ
ァ

ー
ハ
ナ
朝
の
こ
ろ
に
は
仏
教
都
市
と

し
て
栄
え
、
市
郊
外
に
は
大
規
模
な
石

窟
寺
院
が
残
っ
て
い
る
。
ナ
ー
シ
ク
最

大
の
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
カ
ー
ラ
ー
ラ
ー

ム
寺
は
、
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
が
不

可
触
民
の
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
立
ち
入
り

運
動
を
展
開
し
た
サ
ッ
テ
ィ
ヤ
ー
グ

ラ
ハ
の
舞
台
で
も
あ
る
。 

 

ナ
ー
シ
ク
も
ゆ
っ
く
り
と
回
っ
て

み
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
我
々
は
大
型
バ

ス
に
乗
り
込
ん
で
市
内
を
後
に
し
、
一

路
ジ
ュ
ン
ナ
ル
を
目
指
し
た
。
南
に
ま

っ
す
ぐ
伸
び
る
国
道
は
道
幅
が
狭
く
、

の
ろ
の
ろ
と
進
む
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

後
ろ
か
ら
、
対
向
車
を
ぎ
り
ぎ
り
で
か

わ
し
な
が
ら
追
い
抜
く
の
で
快
調
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、
予
定
時
間
を

浪
費
し
て
い
っ
た
。
横
に
並
走
し
て
新

し
い
道
路
の
工
事
を
し
て
い
た
の
で
、

次
回
行
く
と
き
に
は
ス
ム
ー
ス
に
移

動
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
昼
食
後
、
西
ガ
ー

ツ
山
脈
の
断
崖
に
取
り
付
き
、
う
ね
る

よ
う
な
道
の
峠
を
越
え
る
と
、
岩
山
に

囲
ま
れ
た
ア
ル
プ
ス
の
小
都
市
の
よ

う
な
ジ
ュ
ン
ナ
ル
盆
地
に
入
っ
た
。
ジ

ュ
ン
ナ
ル
は
デ
カ
ン
ト
ラ
ッ
プ
の
高

原
都
市
と
し
て
数
千
年
の
歴
史
を
持

つ
古
都
で
、
豊
富
な
水
と
緑
の
多
い
肥

沃
な
土
地
で
豊
か
な
農
作
物
に
恵
ま

れ
、
古
来
有
力
な
王
族
が
支
配
し
て
き

た
。
近
代
で
は
マ
ラ
ー
タ
王
国
の
英
雄

チ
ャ
ト
ラ
パ
テ
ィ
・
シ
ヴ
ァ
ー
ジ
ー
の

出
身
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
市
街
地

を
取
り
囲
む
よ
う
に
そ
び
え
る
テ
ー

ブ
ル
状
の
岩
山
の
中
腹
に
サ
ー
タ
ヴ

ァ
ー
ハ
ナ
朝
の
こ
ろ
に
開
鑿
さ
れ
た

多
数
の
仏
教
石
窟
が
あ
る
。 

「
今
日
の
メ
イ
ン
で
す
。」
と
言
っ
て
、

ガ
イ
ド
の
ジ
ェ
イ
ン
さ
ん
が
案
内
し

て
く
れ
た
ジ
ュ
ン
ナ
ル
石
窟
は
、
見
上

げ
る
よ
う
な
石
段
を
登
ら
な
く
て
は

な
ら
な
か
っ
た
。
標
高
７
０
０
メ
ー
ト

ル
の
麓
か
ら
さ
ら
に
１
０
０
メ
ー
ト

ル
上
が
り
、
お
よ
そ
２
０
０
０
年
前
の

チ
ャ
イ
テ
ィ
ヤ
窟
と
ビ
ハ
ー
ラ
窟
に

参
拝
。
か
な
り
大
規
模
な
遺
跡
だ
が
、

外
国
人
観
光
客
は
我
々
だ
け
で
あ
る
。 

 

こ
こ
も
す
ご
い
け
れ
ど
、
今
日
の
メ

イ
ン
は
決
し
て
こ
こ
で
は
な
い
。
こ
の

後
、
今
回
旅
行
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ

て
い
る
佐
々
井
上
人
心
の
絶
景
、
大
菩

薩
峠
ナ
ン
ナ
ガ
ー
ト
へ
向
か
う
。
去
年

の
経
験
か
ら
し
て
、
も
う
時
間
が
な

い
！
運
転
手
さ
ん
、
急
い
で
く
れ
！ 

 

ナ
ン
ナ
ガ
ー
ト
と
は
、
デ
カ
ン
高
原

の
西
の
大
断
崖
で
、
蛇
の
頭
の
よ
う
に

盛
り
上
が
っ
た
山
裾
に
一
本
の
古
い

石
畳
の
道
が
７
０
０
メ
ー
ト
ル
下
の

ム
ン
バ
イ
平
野
に
向
か
っ
て
蛇
の
ご

と
く
に
う
ね
り
な
が
ら
降
り
て
い
く
、

そ
の
周
辺
に
は
ナ
ー
ガ
文
字
を
記
し

た
洞
窟
や
仏
陀
の
立
像
そ
っ
く
り
の

岩
山
な
ど
が
見
え
る
、
ま
さ
し
く
天
下

の
絶
景
で
あ
る
。
こ
の
地
を
佐
々
井
上

人
は
自
ら
の
発
心
の
機
縁
と
な
っ
た

甲
州
大
菩
薩
峠
に
な
ぞ
ら
え
て
、
イ
ン

ド
の
大
菩
薩
峠
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ

に
１
エ
ー
カ
ー
ほ
ど
土
地
を
買
っ
て
、

茶
店
を
開
い
て
道
行
く
人
に
お
団
子

を
売
る
の
が
夢
だ
、
と
言
っ
て
お
ら
れ

た
。 

 

長
い
長
い
バ
ス
で
の
移
動
の
末
に
、

我
々
は
つ
い
に
大
菩
薩
峠
に
た
ど
り

着
い
た
。
登
嶋
さ
ん
の
ほ
ら
貝
が
響
き
、

み
ん
な
で
拳
を
上
げ
て
「
ジ
ャ
イ
ビ
ー

ム
！
」
と
勝
ど
き
を
上
げ
た
。
我
々
は

何
に
勝
っ
た
の
か
？ 



平成２７年３月３０日        RYUZOKU     第３号  南天会 (8) 

  
達
成
感
に
包
ま
れ
つ
つ
日
が
陰
り

始
め
た
ナ
ン
ナ
ガ
ー
ト
を
後
に
し
て
、

南
へ
、
本
日
の
宿
泊
地
プ
ネ
ー
を
目
指

し
た
。
大
都
市
プ
ネ
ー
は
渋
滞
ひ
ど
く
、

ホ
テ
ル
到
着
は
夜
の
十
一
時
を
過
ぎ

て
い
た
。
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。 

 

翌
２
月
１
０
日
、
プ
ネ
ー
。
一
九
三

二
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
行
わ
れ
た
第
二
回

円
卓
会
議
の
後
、
不
可
触
民
の
分
離
選

挙
を
求
め
た
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
に
対

し
、
ヒ
ン
ズ
ー
社
会
の
崩
壊
を
恐
れ
た

ガ
ン
ジ
ー
は
当
時
囚
わ
れ
て
い
た
プ

ネ
ー
の
イ
ェ
ラ
ワ
ダ
監
獄
で
断
食
を

決
行
し
、
分
離
選
挙
に
強
硬
に
反
対
し

た
。
国
民
の
父
と
尊
敬
さ
れ
て
い
た
ガ

ン
ジ
ー
が
死
を
賭
し
て
不
可
触
民
制

を
守
ろ
う
と
す
る
矛
盾
に
、
ア
ン
ベ
ー

ド
カ
ル
博
士
は
、
つ
い
に
そ
の
信
念
を

通
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
分
離
選

挙
で
は
な
く
議
席
数
を
確
保
す
る
保

留
議
席
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
に
妥

協
し
た
（
プ
ー
ナ
協
定
）。 

ガ
ン
ジ
ー
が
断
食
を
行
っ
た
イ
ェ

ラ
ワ
ダ
監
獄
の
壁
を
車
窓
か
ら
眺
め
、

そ
の
後
、
ど
う
い
う
趣
向
か
オ
ー
ト
リ

キ
シ
ャ
に
分
乗
し
て
プ
ネ
ー
の
町
を

走
り
回
り
、
市
内
山
の
手
の
ア
ン
ベ
ー

ド
カ
ル
記
念
博
物
館
へ
到
着
し
た
。 

青
い
タ
イ
ル
張
り
の
ス
ト
ゥ
ー
パ

形
が
印
象
的
な
こ
の
博
物
館
は
、
博
士

の
生
誕
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
一

九
九
〇
年
に
建
設
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は

ム
ン
バ
イ
の
自
宅
で
毎
日
祈
り
を
捧

げ
た
ブ
ッ
ダ
像
や
、
博
士
の
遺
灰
を
収

め
た
壷
、
イ
ン
ド
憲
法
を
書
き
上
げ
た

机
な
ど
数
々
の
所
有
物
や
調
度
品
、
一

九
九
〇
年
に
南
ア
フ
リ
カ
の
ネ
ル
ソ

ン
・
マ
ン
デ
ラ
大
統
領
と
共
に
授
与
さ

れ
た
イ
ン
ド
の
国
民
栄
誉
賞
バ
ー
ラ

ト
・
ラ
ト
ナ
（
イ
ン
ド
の
宝
）
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
、

私
は
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
と
仏
陀

の
印
刷
さ
れ
た
マ
グ
カ
ッ
プ
を
購
入

し
て
得
意
に
な
っ
た
。
（
し
か
も
取
っ

手
が
上
下
逆
に

取
り
付
け
ら
れ

た
レ
ア
も
の
！
） 

 

き
れ
い
に
掃

除
さ
れ
て
と
て
も
雰
囲
気
が
良
く
、
ア

ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
に
対
す
る
尊
敬

が
表
れ
た
博
物
館
で
あ
っ
た
。 

プ
ネ
ー
を
後
に
し
た
我
々
参
拝
団

は
、
イ
ン
ド
最
大
の
チ
ャ
イ
テ
ィ
ヤ
窟

を
有
す
る
カ
ル
ー
ラ
ー
石
窟
に
立
ち

寄
っ
た
。
岩
盤
を
掘
り
ぬ
い
て
巨
大
な

ア
シ
ョ
ー
カ
王
柱
を
刻
み
、
そ
の
奥
に

広
が
る
洞
窟
に
は
、
並
ん
だ
石
柱
の
奥

に
き
れ
い
な
半
球
形
の
ス
ト
ゥ
ー
パ

が
白
く
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
。
天
井

に
は
ア
ー
チ
形
に
削
っ
た
木
製
の
梁

が
据
え
つ
け
ら
れ
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
上

の
傘
蓋
も
木
で
作
ら
れ
て
い
た
。
一
八

〇
〇
年
前
の
木
材
だ
と
い
う
。 

し
か
し
こ
の
壮
大
な
石
窟
寺
院
の
真

ん
前
に
、
入
り
口
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
エ

ク
ヴ
ィ
ラ
・
デ
ー
ヴ
ィ
・
テ
ン
プ
ル
と

い
う
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
カ
ル
ー
ラ
ー
石
窟
か
ら
現
れ
た

と
い
う
女
神
の
た
め
に
毎
年
大
量
の

羊
や
鳥
の
供
犠
が
行
わ
れ
る
。
地
元
の

人
々
の
信
仰
で
あ
る
が
、
何
か
穏
や
か

な
ら
ぬ
雰
囲
気
を
感
じ
た
。 

昼
食
後
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
飛
ば
し
て

ム
ン
バ
イ
へ
向
か
っ
た
。
前
日
の
渋
滞

の
愚
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
に
、
早
め
の

到
着
を
目
指
す
。
高
原
都
市
プ
ネ
ー
か

ら
ム
ン
バ
イ
の
平
野
へ
西
ガ
ー
ツ
山

脈
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
下
り
て
い

く
。
人
口
２
０
０
０
万
の
ム
ン
バ
イ
は

南
北
に
長
い
半
島
の
よ
う
な
都
市
で
、

人
々
が
み
ん
な
そ
の
先
端
を
目
指
す

の
で
、
恐
ろ
し
い
大
渋
滞
が
発
生
す
る
。

去
年
は
ム
ン
バ
イ
市
内
に
入
っ
て
か

ら
ホ
テ
ル
に
到
着
す
る
ま
で
３
時
間

以
上
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
思
え
ば
、

シ
ル
プ
ー
ル
か
ら
西
へ
西
へ
移
動
し

て
、
つ
い
に
ム
ン
バ
イ
ま
で
到
達
し
た
。

ほ
ぼ
イ
ン
ド
横
断
の
旅
で
あ
る
。 

最
終
日
、
ア
ラ
ビ
ア
海
を
望
む
ア
ン

ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
荼
毘
所
、
チ
ャ
イ

テ
ィ
ヤ
・
ブ
ー
ミ
に
参
拝
し
た
。
巨
大

な
ト
ー
ル
ナ
ー
（
鳥
居
の
原
型
と
も
い

わ
れ
る
仏
教
建
築
の
門
）
を
通
っ
て
海

沿
い
を
進
む
と
、
淡
い
ピ
ン
ク
色
を
し

た
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
見
え
た
。
中
に
は
ア

ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
写
真
が
展
示

し
て
あ
り
、
我
々
は
裸
足
に
な
っ
て
参

拝
し
た
。
番
を
し
て
い
る
お
坊
さ
ん
に
、

日
本
か
ら
来
た
こ
と
を
継
げ
る
と
、
４
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月
１
４
日
の

生
誕
祭
と
１

２
月
６
日
の

涅
槃
会
以
外

は
入
れ
な
い

２
階
内
部
の

ス
ト
ゥ
ー
パ

を
特
別
に
拝

ま
せ
て
く
れ

た
。
「
バ
ン
テ
・
サ
サ
イ
・
ジ
ー
を
ご

存
知
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
、「
も
ち

ろ
ん
知
っ
て
い
る
。
去
年
の
夏
に
ム
ン

バ
イ
の
病
院
へ
入
院
さ
れ
て
い
た
時

に
は
お
見
舞
い
に
行
っ
た
。」 

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
菩
薩
の
真
舎
利

を
前
に
舎
利
礼
を
唱
え
、
土
産
物
屋
で

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
像
や
バ
ッ
ジ
な
ど

を
購
入
。
イ
ン
ド
中
に
銅
像
が
建
て
ら

れ
る
大
偉
人
の
荼
毘
塚
で
あ
る
が
、
む

し
ろ
ひ
っ
そ
り
と
し
て
、
ヤ
シ
の
木
陰

か
ら
ア
ラ
ビ
ア
海
を
望
ん
で
い
る
。
ア

ラ
ビ
ア
海
は
靄
に
か
す
ん
で
、
そ
の
先

に
あ
る
世
界
を
隠
す
。
ア
ン
ベ
ー
ド
カ

ル
の
前
に
も
後
ろ
に
も
、
多
く
の
人
々

が
歩
い
て
い
る
。
我
々
が
８
日
間
駆
け

足
で
移
動
し
た
こ
の
大
菩
薩
ロ
ー
ド

を
、
今
も
着
実
に
歩
み
続
け
る
佐
々
井

上
人
と
イ
ン
ド
仏
教
徒
。
日
本
に
あ
っ

て
も
こ
の
道
の
同
行
で
あ
り
た
い
も

の
だ
。 

か
く
し
て
「
佐
々
井
上
人
を
訪
ね
て 

ド
ン
ガ
ル
カ
ル
仏
教
徒
大
会
参
列
・
イ

ン
ド
・
ナ
グ
プ
ー
ル
と
大
菩
薩
峠
・
ア

ン
ベ
ー
ド
カ
ル
菩
薩
の
故
地
を
巡
る

旅
」
は
大
団
円
を
迎
え
た
。
こ
の
間
、

諸
仏
菩
薩
諸
天
善
神
に
守
ら
れ
て
、
大

き
な
事
故
も
な
く
無
事
行
程
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。 

南
無
本
師
釈
迦
牟
尼
仏 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

南
無
阿
弥
陀
仏 

南
無
大
日
如
来 

南
無
龍
樹
菩
薩 

南
無
文
殊
師
利
菩
薩 

南
無
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
大
菩
薩 

佐
々
井
上
人
最
新
刊
発
売
！ 

『
求
道
者
～
愛
と
憎
し
み
の
イ
ン
ド

』 

サ
ン
ガ
新
書
か
ら
佐
々
井
上
人
の
本

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、
ナ

グ
プ
ー
ル
イ
ン
ド
ラ
寺
の
住
坊
を
訪

ね
て
、
佐
々
井
上
人
の
語
り
だ
す
物
語

を
じ
っ
く
り
と
聞
く
よ
う
な
、
そ
ん
な

気
に
さ
せ
て
く
れ
る
本
で
す
。
見
知
ら

ぬ
ナ
グ
プ
ー
ル
の
路
上
に
立
っ
て
、
イ

ン
ド
仏
教
徒
の
人
た
ち
と
こ
れ
か
ら

生
き
て
い
こ
う
と
す
る
佐
々
井
上
人
。

身
の
回
り
で
起
こ
る
様
々
な
日
常
を

智
恵
と
勇
気
と
求
道
心
で
乗
り
越
え

て
い
く
佐
々
井
上
人
。
そ
し
て
共
に
歩

む
イ
ン
ド
の
人
び
と
。
今
夏
の
危
篤
騒

動
に
ま
で
言
及
し
た
バ
ン
テ
ー
ジ
ー

最
期
の
、
そ
し
て
復
活
の
言
葉
。
佐
々

井
フ
ァ
ン
必
携
の
書
で
す
。 

編
集
協
力
：
小
林
三
旅 

定
価
：
７
４
０
円
＋
税 

※
（
株
）
サ
ン
ガ
社
長
島
影
透
氏
は
南

天
会
賛
同
人
で
す
。 

２
０
０
９
年
帰
国
時
の
山
本
宗
補
氏

撮
影
大
型
写
真
集 

『
日
本
行
脚
～
４
４
年
ぶ
り
の
母
国

６
４
日
間
の
全
記
録

』 

（
改
定
定
価
１
０
０
０
０
円
＋
税
）

残
部
僅
少
で
す
が
、
佐
々
井
秀
嶺
資
料

室
に
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
南
天
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 
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南
天
会
現
況
（
３
月
３
０
日
現
在
） 

正
式
会
員
数 

７
２
名 

賛
同
人
（
５
０
音
順
） 

岩
佐
澄
隆
（
仏
国
土
を
つ
く
ろ
う
会
会
長
） 

漆
間
宣
隆
（
浄
土
宗
浄
土
院
住
職
・
前
岡
山

県
佛
教
会
会
長
） 

奥
平
心
月
（
釣
月
庵
庵
主
） 

織
田
隆
深
（
高
野
山
真
言
宗
真
成
院
住
職
・

密
門
会
会
長
） 

黒
澤
雄
太
（
剣
士
・
日
本
武
徳
院
師
範
） 

 

小
池
一
郎
（
株
式
会
社
マ
ク
シ
ス
・シ
ン
ト
ー 

常
務
取
締
役
） 

島
影 

透
（
株
式
会
社
サ
ン
ガ
社
長
） 

高
山
龍
智
（
佐
々
井
上
人
お
弟
子
） 

 

冨
士
玄
峰
（
臨
済
宗
・
元
ナ
グ
プ
ー
ル
同
友

会
世
話
人
） 

 

宮
淵
泰
存
（
日
蓮
宗
妙
光
寺
住
職
） 

 

宮
本
光
研
（
真
言
宗
御
室
派
元
執
行
） 

宮
本
龍
勝
（
佐
々
井
上
人
お
弟
子
） 

 
 
 

 
 

山
本
宗
補
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
） 

 

※
当
会
の
主
旨
を
理
解
し
、
協
力
、
推
薦
す

る
人
を
賛
同
人
と
し
、
お
名
前
を
公
表
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
賛
同
い
た

だ
け
る
方
は
是
非
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

※
世
話
人
に
つ
い
て 

 

南
天
会
諸
業
務
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け

る
方
は
皆
世
話
人
と
し
、
特
に
任
命
等
は

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

第
３
回 

南
天
会
交
流
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
（
今
回
は
岡
山
で
の
開
催
で
す
） 

第
３
回 

南
天
会
交
流
会 

 

日
時
：
平
成
２
７
年
４
月
１
２
日
（
日
） 

午
後
２
時
よ
り 

 

場
所
：
長
泉
寺
（
岡
山
市
北
区
南
方
三

―
一
〇
―
四
〇 

電
話
０
８

６
―
２
２
３
―
７
４
５
０
） 
 

「
南
天
会
活
動
報
告
と
佐
々
井
上
人

一
時
帰
国
に
向
け
て
」 

・
宮
本
光
研
師
の
お
話 

・
南
天
会
事
務
局
報
告 

 
 

交
流
会
参
加
無
料
、
会
員
外
の
方
も

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

午
後
５
時
終
了
後 

懇
親
会
（
会
費

３
０
０
０
円
ほ
ど 

参
加
希
望
の

方
は
事
務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
）  

南
天
会
告
知
の
お
願
い 

 

事
務
局
不
如
意
の
た
め
、
入
会
者
数

が
未
だ
少
な
い
状
況
で
す
。
是
非
周
知

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
必
要
な
方
は
、
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
南
天

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
南
天
会
に
つ
い

て
」
の
一
番
下
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｄ
Ｆ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
） 

そ
の
他
、
ご
提
案
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

会
報
『
龍
族
』
寄
稿
の
お
願
い 

 

当
会
々
報
は
、
年
４
回
を
め
ざ
し
て

発
行
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会

員
そ
れ
ぞ
れ
の
佐
々
井
上
人
に
対
す

る
思
い
、
研
究
、
イ
ン
ド
訪
問
記
な
ど
、

是
非
ご
寄
稿
下
さ
い
。
原
稿
は
メ
ー
ル
、

郵
送
等
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
声
を
取
り
入
れ
た
誌
面
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
原
稿
料
等
は

お
支
払
い
い
た
し
ま
せ
ん
） 

 

龍
尾
言 

 
田
舎
の
お
寺
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

い
、
龍
族
の
編
集
作
業
を
し
て
い
る
と

時
間
が
ぐ
る
ぐ
る
過
ぎ
て
ゆ
き
、
遅
々

と
し
て
進
ま
ぬ
文
章
に
気
が
遠
く
な

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
家
の
人
に

も
（
あ
り
ゃ
何
を
や
っ
と
る
の
か
？
）

と
白
い
目
で
見
ら
れ
（
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
）
、
裏
山
に
行
っ
て
木
を
伐

る
振
り
を
し
て
み
た
り
、
石
段
の
砂
利

を
掃
く
振
り
を
し
て
み
た
り
と
、
忙
し

そ
う
に
振
る
舞
っ
て
み
る
が
、
そ
の
実

何
も
や
っ
て
い
な
い
。
し
か
た
な
く
つ

い
た
溜
息
を
吸
い
込
み
、
ま
た
パ
ソ
コ

ン
に
向
か
う
。
そ
の
時
！
携
帯
が
鳴
っ

て
画
面
に
は
「
佐
々
井
上
人
」
の
文
字
。 

「
そ
ち
ら
は
ど
う
な
っ
て
お
り
ま
す

か
ー
！
」
「
は
い
！
（
イ
ン
ド
で
は
み

ん
な
こ
こ
で
ハ
ー
バ
ン
テ
！
と
応
じ

る
）
な
ん
と
か
進
め
て
お
り
ま
す
。
」

は
る
ば
る
イ
ン
ド
か
ら
、
仏
道
前
進
の

力
が
注
入
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

（
佐
伯
隆
快
） 
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